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「どうすればよかったんだろう…」と

悩んでいることを、一緒に考えよう

認知症／認知機能が低下した患者さん 編第１回

2005年昭和大学横浜市北部病院救急病棟救急
外来に配属。2007年10月昭和大学横浜市北部
病院認知症病棟／精神高齢者病棟、2017年よ
り昭和大学病院Ｎ14病棟、2023年より現職。
2012年認知症看護認定看護師認定。
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昭和大学横浜市北部病院　
看護部８A病棟　
認知症看護認定看護師

患者さんの社会背景の複雑化や個別化などが指摘されるいま、
患者さんの最も近くで働く看護師が“対応に困る場面”も多いかと思います。
そこで、「こういうとき、どうすればよいのかな」「あのとき、できたことはあったのかな」といった
患者対応に悩んだ場面を読者の皆さんから募集し、エキスパートに答えていただきます。
今回は、認知症／認知機能が低下した患者さんにスポットを当て、対応のしかたや接し方の基本から、
実際に看護師が悩んだ患者対応まで解説します。
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悩める患者対応、
相談のります
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